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ハー→ブ申のカルシウムおよび統合有量を指標にLそれらミネラル含有量が施肥法によってコントロ山ルできるか，   

またハーブを「栄養機能食品上京材として安定的に供給できるかの2点についてヲ 栽培由と栄億頂から検証Lた。  

その結果，試験対象としたスウィートバジルでは，プ＝レンウムおよび鉄の土壌施肥量の違いによる生育む版履蔓明   

美は認められなかった。また，植物体のかレンウムb鉄含有量は上境の施肥量に対して正の相聞関係は認められずヶ   

逆に過剰な鉄剤の施灘主よりカルシウムの吸収が抑制されるという傾辛が与己られた。更にフ 伐穫初肌における幼植物   

段階ではかレシウム含有量が著しく高い硯象（ぜいたく吸収二）が認められナ∴ また9 ラットを用いた動物実験によりき   

飼料として用いたスウィートバジル中の鉄含羞▲蔓の追いが，書引址の改善効果に差違をもたらすということが明らかと   

なった。  

失調」である。若い女性のダイエットノ志向がその典型例  

だが， 主に食の偏りや朝食抜きの食生活p 加r二食品中心  

でカロリー過多の食生活が鷺欝で必須ぷ牒素姓必要量が  

摂取されていない吋肘隼が高く，体のイて調を訴える硯家  

が問題となっている¢ 高齢者，掌介譲鳶＼猿偲牒篭とて  

も同様の傾向が掛念されている彗   

このような状況の甘創設されたト紺阻鰍数鮎封紺真  

における「栄養機能食品」はぎ 必凝潔濁素であるミネラ  

ル2再挙至ヨやじ二、タミ／ほ穫傑出 ついて 定の基準を満たL  

ていればよい三二する（ぞ離搬パ」夢しけ食品群のことで成  

る，前記のような牒Lいタイプク〕ン栄養づ、三て調い隼人ざ あ  

能♂〕手中学的誕二明が碓j工されている′ミニめノ 消費者にと∴ぺ  

は利用しノミつ〉ラ、いもク）である、   

曳にア ニれまでの才転々の研究（い隼こよれ1姑を行－ノ  

の抗酸化活性や成分特性が明らかにされ～ 栄養機能食  

品j 素材の綬パ道議が進みつつある   

本研究では夕 ＝轟掛熟数食品」のタ ゲットと」ト  

鼠色 隠暖め亀≡   

近年の健康志向の高まりか玩∴食品の機能性圭牒心が  

集まっているが，厚生労働省でほこうした消雷者ニー〟ズ  

を考慮し，正しい情報提供を行うとともにヲ 安全性や有  

効性の確かな食品が選択できるようにと7 20り1年4パ  

に新たに「保健機能懐宗欄」度」を隠行しL ニの中には  

F特定保健用食品」と 「栄養機能食ぷ」が設けられてお  

りァ硯段階で特定保健用食品記吋商品は334品口に達」  

（望（）わ3年3月現在：厚む労働省ノき，栄養機能食占iト ー般  

の健康食品尋）含め市場は巨大化と競争激化の桟朝を深め  

ているむ   

また，近年のEま本人の食生活における特徴とし／rrテ  

「脂肪のエネルギー比が人きい」「動物性脂肪の摂取量  

が植物性脂肪よりも多い」タ「魚㌢ 野菜亨 果物の摂取量が  

少ない」ヲ r食塩摂取量が多い」などがあげられるがゾ そ  

の結果として生活嘗慣病の多発が認めらかておりタ 高度  

経済成長時代の半ば以降，日本の繁栄のなかで生まれ育  

った世代に，とくにこの傾向が懸念されている。   

更に9 も う一つ特徴的な硯象が新Lいタイプの「栄養  
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て増加した 

LかLながら，Calへ′4試験区 しカルシウム飽和度60  

＼120％二）では，生育」扶量の違いは認められなかった  

（官立g。1）。つまりダ かレシウム飽和度120％でも生育抑制  

反応は認められずタ スウイートバジルは石灰の遇刺施肥  

には強いと推察された。   

更にヲ 鉄の上磯施肥の有無による収量美も認められな  

かった（厨宣g心安J。また7 鉄追肥による過剰障害もなか一ノブ  

た丘   

各試験瀕の土壌のp‡iは志棉50日後と93＝後では変  

化が見られなかった。カルシウム飽和度楓∴各値引〕ゴ  

彼の時点で各試験区とも20％－弱の低ドが見られたがき93  

日後では大きな変化は見られなかった。  

実駐には卵巣せ露出した後リ カルシャム欠乏食を 2′皇  

＝間勺－えられた骨翔登症モデルラットを購いた≠ それら  

ユ鋸ノ雄〕ラットをi群6匹こ∃群のバジルL群、M群および  

H詳とLて，カルシウム含有量の異なるスウィートバジ  

ル（甘艶b鼠e慧）を用％添加Lた飼料を15日間白由摂服させ  

た‘飲料水とLては脱イオン水を与一え9 その間体重増加  

量9 飼料摂取量を調べた≧ 飼育後1日種懐悠せたラット  

シノ軋清∴ 片用乳 大腿牒∵てプいて謂ノヾフ 骨姥馨症改善効牒  

について検証した。  

懲後払息e3 飼料濠磨員式守ギ皿匪㌔膏ジブ♭成分（鰐盈〉  

群  名  カルシウム含有量  

ヨasil（L）  2225（mg）  

蓋a汚ii（瓦′′て）  2356  

Basil（テ壬）  263i  
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掛堰水物スウイ血トバジル100gあたり  

：二‡∴1 二ニウr皿▲トバ∵ルの電愈隷善作牒   

鉄の含有量の異なるスウィートバジル乾燥物をラッ  

ト屑飼料に10％添加し，鉄欠乏性貧血ラットに給餌して  

症状の改善効果について検討を加えた。   

実験には鉄欠乏食を 32 日間与えられた鉄欠乏性質血  

ラットを用いた。それら18匹のラットを＝洋6匹3前  

のバジルL群，M群およびH群として，鉄含有量の異な  

るスウィートバジル（野鼠臨且e4）を10％添加した飼料を22  

訊問自由揮灘させ，その間体重増加量，飼料摂耽量を調  

べたひ  その後1＝絶食させたラットの血液，肝臓，脾臓  

について調査し，貧血改善効果について検証Lた。  

腎盈態且監名 飼料漆磨餞議尊ギ配転♂電ぎメ♭鹿骨（訝e〉  
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収頑牒   

訂量g8息 カブ♭シウム施肥畳と収量の推移  
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竜一こa3Fe＊  一一一針C∂4Fe＊  
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群  名  鉄含有量  

勘ほ損L）  12，7（mgブ  

協議5揖軋ヰ）  16。2  

蟄asi玉は）  19。2  

※雛／ぜく物スウイーートバジルM妊癌あたり  

3匂 結果義盛び馨察   

詔。且 嚢鰭ま緻鮭累   

供試（導入）苗が不揃いであったことや植え付け時期  

が2ケ月近く遅れたこと，2度の7封軋に見舞われたこと  

をどにより，枯死楳や生育不良株が発蕉し，試験区によ  

る差より卓）個体間による生育のバラツキが大きく，デー  

タの取り扱いが非／削二国難であったが，収穫終了後の地  

上部重（生j と収穫重量（風乾）にほ強い相関（ダニぐ）。85）  

が認められた巾 またタ 収穫量軋 分枝数が増えるに従っ  

奉職  
収囁牒  

詳量g。望殴施肥量と収量の推移  

⑥Ga＊Felr紅ga車Fe2獄Ga＊Fe3   

凱望 施彪監盈藍議事ギⅣ－机や汎掛取威螢悶閣爛   

カルシウムおよび鉄の施肥量がスウイ、－トバジルや  

のカルシウムおよび鉄の含有量に及ぼす影響について検  

討した紆私 カルシウムおよび鉄の施肥量増加によりそ  

れぞれの植物体含有量が増加する比例傾向は確認できな  

かった。緒戦溌㌧訝疫藩  

¶ と32－   
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一般に植物はタ 培地の養分が多い場合には特定の養分  

を生理的に必要な量以上に吸収することがありち これを  

“ぜいたく吸収”という。今回のスウィートバジルの実  

験においてもゃ 仝試験区においてカルシウムの含有量が  

8月5t】と12と二∃の両日収穫分で顕著に高く（定植日7  

月 2 日），幼植物段階でよく見られるとされているぜい  

たく吸収による現象であると推察された。つまり，カル  

シウム含有量の多い高品質なスウイ」トバジルは 9 収穫  

時期を限定し，カルシウム分過剰施肥法の導入により可  

能になると考えられた脛料れ   
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しかしながら㌢鉄の施肥量が多くなるにつれてスウィ  

ートバジル中のかレシウム含有量が減少する傾向が認  

められた¢すなわち，鉄剤の施肥によりかレシウムの吸  

収が抑制された。（訝豆g心5芦野鼠g。6）  
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炉ゑg。冒収穫塵とカブ♭おゃム含有遜職歴移  
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3色3 動機実験亀≡よ番機能殴静聴駿険絵殿   

ニニト∴ ∴さ′ごフ仁・㌃、，十∴∴三J・↑妄．有／■√‘∴′1演培1巨づ1て・、く∴1  

骨観怒痘改薔勃興臆忍ぼ皆野轡   

骨粗餐症改善効果の指標となる大腿骨破断強度の結  

果を酌爵鎧に示すむ   

骨破断強度はバジルM群および月郡㍑ほぼ同じ値を  

示しヲ バジルL群に比べ有意差は認められなかったもの  

の高い億を示した。すなわち，スウィートバジル中に含  

まれるカルシウム含有量に応じてヲ 骨規程症改善効果が   

臣¢望  
飯能鹸匿  

F∵牟3  F曽1  

－一  

食宥塵をこ及ぼす影響  

琢mC∂1 嬉bCa2  勘Ca3  ♯Ca4  
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へモク1二㌘ピン濃怒封む㌢育違わ項類に伴い段階的に  

上昇す′る傾ir－jが認められ㌢ バジルM群ふよひ黒帯鳥†㌧  

ルL群∴比べ有意に増加Lた。また，ヘマトクリットも  

ヘモグロビン濃度と同様の傾向が認められた∴すなわち  

スウイしトバジ ルしいに含まれる統含有量：ニ応じて。鉄欠  

乏件貧血改善効果が異なるというこL蛸弥甘できる  

損な 柴変鍍   

「栄養機竃巨食品」素材としてタ カルシウムおよび鉄を  

掛各町能か検証」ノ′〕し ∫り多く含むスウイ山∴ト斗ジルが栽粟     ナhト  

ニろ仁以下の知見が縛ら㌃したタ  

i．カルシウム㌧鉄甘辛壌施肥量の違いにより生育ご収穫   

量に差は認められなかった。  

望。かレシワムや鉄の土壌施肥違の違いによる各含有成分   

の差ほ確認できなかったン  

㌻過剰な鉄の施肥によりカルシウムの榔！又が抑削きれる   

という傾向が認められた。  

4。カルシウムの う‘ぜいたく吸収∵ 瑛遂が認められた良  

5′ラットを用いた動物実験によりヲ 飼料と†ノて川いたス   

ウィートバジル中のカルシウムおよび鉄含有量の違   

いが骨粗餐症や貧血の改発効果に差違をもたらす可   

能性があるということが示唆きれたや   

今回びノ試験設計では散水フニニLの露地議長培を採用し／た  

ため，気象等の愛国がスウイートバジルの成分に及烏す  

影響が大きかったと思われるr すなわち5 ′情死株や生育  

不良株が発生したことや8月末の大雨後に分析値が変化  

したことなど試験全体げ）データ処理にとって不確定要素  

がかなり存在した。今後は散水や温度の管理等を確実に  

行えるような条件の設定ア 例えばハウス内での水耕栽培  

試験等の実施が待たれる∽  

本研究遂行にあ′くこり9 ご協力いただいた（株巨プープ イン  

い ニュレズの島野漁民に謝意を表します。  
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